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重要な要点

3~5つを箇条書きで記載する．
要旨
和文にて，600文字以内とする．[目的」「方法」「結果」の項目を含むこと．ここでは示す必要のない方法や結果を割愛し，研究内容と効果を簡潔に示すことを心がける．
キーワード

日本語または英語のキーワード．5つまで．
緒言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以下の中から必要と思われることをわかりやすく．
・研究対象の医療における簡単な位置づけ

・発展の経緯

・問題点

・簡単な過去の研究との関連

そして最後に目的

・本研究（論文）で，明らかにする，試験する，または行う（行なった）ことを簡潔に．

句読点には，「，」と「．」を用いること．
フォントは，明朝体とTimes New Roman

(と(などの数式記号には，Symbolフォントが望ましい．日本語フォントは使わない（γとβは良くない．）
常識となっていること以外の事実には引用文献を付けるのが望ましい．引用文献番号は適切な箇所に[1]のように記述する．また，複数の引用文献番号は[1,2], [1-3]のように記述する．上付き文字2は用いない．

1．方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1-1などのように番号付けする

1-1-1 さらにサブセクションが必要なら

各サブセクションの例

・簡単な原理（必要なら）

・提案手法の解説
・用いたファントム，CT装置

・被験者群の解説

・測定法（解析法）

・結果の比較法，検定法など
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図1. 図の説明（キャプション）は簡潔かつ明確にして，図の直下に置く．
1-2 単位など
基本SI単位を使う．例：秒→s ．「0.1 mm，120 kV」のように単位の前は半角スペースあける．ただし100%などのように例外はある．

60 Hounsfield Unit (HU)のように初出のところでスペルアウト（略号）のようにする．数式は，

[image: image1.emf]基本，図中では明朝体または

Times new roman

フォントサイズは統一する

，    (1)

のように番号付けし，Symbolフォントで記述するかまたは，ワードの数式ツールで作成する．

2. 結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2-1 項目ごとにサブセクションとするほうがわかりやすい

図1は，？？？？を用いた場合の？？？の結果である．というように書くほうが基本わかりやすい．

？？？？を用いて？？？？をした結果，？？？は？？？であった（図1）という方法もあるが分かりづらいことが多い． 
　結果を述べる場所であり，基本考察を入れるべきではない．？？？は？？？が？？？より10%高くなったのは，？？？？が？？？のためであると考える．は良くない．
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図2.　回転時間とCT値の関係

図2.　回転時間によるCT値の変化　　等々
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図3. 複数ある図は(a)(b)のように識別記号をつけ，？？？における(a)？？？と(b)？？？？の測定値．のように説明する．
表1. 表の見出しは，このように表の上に置く．表はパワーポイントなどで図として書くのではなく，ワードの表機能を使って作成する．横罫線以外は入れない．
	
	装置A
	装置B

	CT値 (HU)
	50.2
	55.6

	50%MTF (mm-1)
	0.30
	0.45

	均一性 (HU)
	3.5
	2.8


3. 考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　はじめに，研究（実験）の概要を簡潔にまとめ，結果を要約するのが良い．？？？？について？？？？と？？？を測定し，その結果，？？？？は同等であったが，？？？？は？？？？より？？？において優れていた．

　？？？？に関する？？？？の実験方法とその？？？？の結果を述べた．というようにはじめる場合もある．

　？？？？の？？？は？？？？より10%高くなった．というように結果を繰り返すことはしない．？？？が？？？より高い？？？を示したのは，？？？？が？？？であることが原因である．のように結果の理由や理由と考えられることを記載する．

　また得られた結果と過去の研究と違いがあるか，また矛盾のないもので（同じ）であるかなどを考察するのも大切である．

　基本，結果の順に考察していく．

　例外的に，考察で図を示すこともある．

　必ず，研究のリミテーションを考察の最後に入れる．その場合，本研究のリミテーションは以下である．」というように始める事が多いが，段落を切り替えて，研究の問題点や考えられる展望を記する形式も，リミテーション記述として成立する．

4．結語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　研究内容をごく簡単にまとめ，得られた結果や比較対象の優劣などを示す．また，研究結果が及ぼす効果（期待）も入れる．
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